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１．顔刺激データベースの現状

　現在，国内で顔認知に関する研究に携わっている者

や，卒業論文・修士論文などでこれから顔認知研究に

取り組もうとしている者にとって，「利用可能な国内

の顔画像データベースがほとんどない」という問題

は，研究を実施する上での大きな障壁となっている。

もし顔写真を自ら撮影し準備する場合，まずカメラ等

の機材や撮影に適した空間などの金銭的コストの問題

がある。そしてより厳密には，人間の視覚に近い顔写

真を撮影するための技術的問題も伴う。次に，研究実

施にあたって，撮影協力者と実験協力者をそれぞれ募

る必要があるため，実験を２回実施するのと同程度の

時間や労力がかかるという問題もある。例えば，表情

写真を撮影しようとする場合には，研究者が想定する

表情を被写体に正しく表出してもらうよう，教示や表

出のチェックに向けた準備も必要になる。更に，撮影

後は顔写真というプライバシー性の高い情報の管理が

問題となると共に，撮影の前にも，そうしたデータの

保管の問題も含めて顔写真の使用について詳しく説明

を行い，同意を得ることが不可欠となる。また，研究

者の所属する大学内で撮影協力者と実験協力者の募集

を同時に行う場合には，顔写真の人物と面識がある

可能性も考えられるため，実験時に面識の有無等を

チェックする作業も発生する。実際には，自覚的でな

い場合でも顔自体を見た経験があり，それが顔写真に

対する評定等に影響を及ぼす可能性もあるため，本来

であれば刺激となる人物の所属するコミュニティと，

実験を実施する場所は異なる方が望ましいと言える。

　このように，顔刺激を研究者自身で準備する上で発

生するコストやリスクは非常に大きい。したがって，

既に撮影された顔写真がデータベースという形で整備

され，それらが容易に利用可能であれば，その分だけ

顔認知研究に取り組もうとする研究者も増加し，その

中で多くの知見が生み出されていくのではないかと考

えられる。加えて，心理学研究において同じ顔刺激を

研究で使用することには，刺激の統制という観点から

も一定の意味があると考えられる。なぜなら，同じ実

験が異なる結果をもたらした際，使用した顔画像が異

なっていた場合には，それが明度や照度といった顔刺

激側の要因によるものなのか，それとも他の実験条

件・状況に起因するものなのかが判別できないためで

顔刺激データベースの概観と整理
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Overview of facial stimuli databases and that contain Asian faces
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　The purpose of this review is to provide an overview of facial stimuli databases. A great deal of databases have been created and 

used for research on facial expressions. On the other hand, there are few usable facial databases that contain Japanese subjects. 

However, when we consider that other databases containing Asian subjects are alternatively available, we especially picked them 

up and described in detail for future research.
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ある。同じ画像を使用していれば，少なくとも撮影条

件の要因は排除できるため，結果の比較可能性が高ま

ると考えられる。

　以上で述べたように，顔データベースの整備・運用

は国内の顔認知研究者にとって非常にメリットの大き

いものであるにもかかわらず，利用可能な顔画像デー

タベースはほとんど見当たらない。実は，過去に心理

学者が中心となり顔画像データベースが整備されるこ

ともあったが（顔情報データベースFIND）１），現在

では利用不可能となっている。

　現時点で利用可能な日本人の顔画像データベースと

しては，２つ挙げられる。まず，ATR-Promotions社の
提供する有償の表情データベース２）であるが，喜びや

怒り等の各表出について，それぞれ第三者による感情

評定スコアが提供されていること，撮影の角度に多く

のバリエーションがあることが特徴である。ただし，

データに含まれる人物が少ないことや，20代半ば～30
代半ばという限定的な年代の被写体であることから，

研究に利用可能な範囲が限定的である。加えて，比較

的高価であるため学部生や大学院生の利用可能性が限

られる。次に，もう一方のデータベースはオンライン

でアクセス可能なJapanese Female Face Database３）であ
るが（こちらは無償），これについても，被写体は女性

のみであり，いずれもモノクロであること，データベー

スに含まれる人物も少ないといった点で，こちらも利

用範囲は限られている。なお，いずれのデータベース

にも動画は含まれていない。ATR-Promotions，ならびに
Japanese Female Face Databaseの詳細については，後に詳
述する。

　このように，国内で利用可能な日本人を被写体とし

た顔刺激は限られた数しかないものの，最近，情報工

学系の分野，とりわけ人物や表情の検出に向けたアル

ゴリズムを作成しようとする領域における顔データ

ベースへの需要の高まりを背景に，顔データベースの

整備と公開が世界的に進展しているように思われる。

その中でも特に，中国の研究者が自国で作成したデー

タベースが増加してきているのが特徴である。日本人

と比較的外見が似ているモンゴロイド系の人々の顔写

真は，日本人を対象にした研究にも利用可能であるか

もしれない。ゆえに，以上の理由から，本レビューで

は既存の顔刺激データベース，その中でも特に日本人

ならびにアジア系の人物が含まれるものを詳しく取り

上げ，各データベースへのアクセス方法や内容を外観

する。これらを通じて，顔認知研究者に対して研究目

的に応じた顔刺激を入手するための情報提供を行うと

同時に，今後国内で顔刺激データベースを整備・運用

していく際に期待される特徴についても考察していき

たい。

２．顔刺激データベースの概観

　顔刺激データベースが紹介されているもののうち最

大のものがFace Recognition Homepage４）である。顔認
知研究についての比較可能な情報を提供し，顔認知研

究者の情報源となることを目的として，Grgic & Delac
（2005）によって開設された。本論文においてはこの
ホームページに掲載されているものから2015年10月
現在利用できないものを除いたもの，掲載されている

データベースと同じ提供元のデータベース，またそれ

らと関連するデータベースを合わせた計88のデータ
ベースについて概観し，特徴ごとに整理を行った。刺

激の種類（静止画 /動画 /音声，またはカラーかグレー
スケールか），含まれる人数，刺激の合計数，人種，

表情，使用料（有料 /無料）という観点から整理を行っ
た。以上の観点から整理を行ったものがTable 1（末尾）
である。

　刺激の種類については静止画以外にも動画（音声 あ
り／なし）などのデータベースがあり，いずれもカ

ラーのものグレースケールのものが存在する。またフ

レームごとに切り出したものを静止画として利用する

こともできる動画のデータベースもいくつかみられ

る。刺激の数も数十枚から数十万枚と大小様々である

が，なかにはLabeled Faces in the Wild39），YouTube Faces 
Database68），Labeled Wikipedia Faces80）81）などのようにイ
ンターネット上の写真を収集して作成されているデー

タベースもあり，使用用途によって使い分ける必要が

あるだろう。

　使用用途ということに注目すれば，個人内の顔の経

年変化の研究に使用可能なVADANA: Vims Appearance 
Dataset for facial Analysis63）や，メイク前後の顔の変
化やその認知の研究に使用可能なMIW（Makeup in 
the "wild"）Dataset71），双子の顔写真で構成される
SiblingsDB Database75）などが特徴的である。
　今回取り上げた87のデータベースのなかには，例
えばThe Yale Face Database（B/B+） （e.g., Georghiades, 
Belhumeur, & Kriegman, 2001）10）11）12)の よ う に 同 じ
機関で作成されたものでその改定版や，BU-3DFE 
Database/ BU-4DFE Database84）85）のように刺激の種類
で別々のデータベースとして構成されているものも含

まれる。
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３．アジア人が含まれるデータベース

　ここでは２章で概観したデータベースのうち，アジ

ア人が含まれる16のデータベースについて概観，整理
したうえで，それぞれのデータベースについてその特

徴を詳細に記述する。なお，以下に紹介するウェブサ

イトは全て2015年10月現在のものである。

３．１．Multi-PIE
　Multi-PIE８）９）は2000年に，従来のCMU PIEデータ
ベースの問題を改善する目的で作成されたデータベー

スである。撮影人数は337人で男性235名，女性102名，
平均年齢27.9歳である。人種の内訳はヨーロッパ系ア
メリカ人が60％，アジア人35％，アフリカ系アメリカ
人３％，その他２％である。それぞれの人が15の視点
と20の明るさの条件で撮影している。15のカメラを

使用して撮影を行い，そのうち13は15度ずつずらして
設置されており，残り２つは頭上に設置されている。

　撮影は６ヶ月の間の４回のセッションで行われてお

り，各セッションで異なる表情をするように教示され

ている。合計755370枚の画像がデータベースに含ま
れており，一部6152枚には表情のラベルが，またその
他性別，出生年，人種，メガネの有無の情報が含まれ

ている。

　画像はカラーの静止画で，胸から上の写真である。

セッションごとに着ている服装は異なる。データベー

スは有料（125～250ドル）で入手可能（http://www.
multipie.orgより）。

３．２．CASIA Face Image Database Version 5.0
　CASIA Face Image Database Version 5.022）には500人分
の顔写真が合計2500枚含まれている。16bitのカラー

Table 2　アジア人が含まれる顔刺激データベースの概要
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の静止画であり，解像度は640×480である。統制され
た実験室で撮影されたものであり，顔写真は明るさ，

姿勢，表情，メガネの有無，カメラまでの距離などで

類型化されている。データは男女混合であり，大学院

生，社会人を含む中国人のみの顔写真である。ウェ

ブサイトより無料でダウンロードすることができる

（http://biometrics.idealtest.org/dbDetailForUser.do?id=9）。
ただし，使用の際は引用の明記等，決められた手順を

踏まなければならない。

３．３．3D FaceV1
　3D FaceV123）は2004年に作成されたデータベースで
123人分のデータが含まれている。静止画の3Dスキャ
ンデータ4624枚と2Dのカラー写真で構成されている。
このデータベースの特徴は照明の差異であり，実験室

内で，異なる５種類の明るさの条件で撮影が行われて

いる。顔の表情と目の開閉の条件もあり，表情につい

ては４条件（微笑み，笑顔，怒り，驚き）がある。デー

タは男女混合であり，アジア系のデータも含まれる。

決められた利用手続きを踏んで，無料でダウンロー

ドすることが可能である（http://biometrics.idealtest.
org/dbDetailForUser.do?id=8）。

３．４．CAS-PEAL Face Database
　CAS-PEAL28）は，中国人のみの1040人分（男性595
人，女性445人）の顔写真が合計99594枚からなるデー
タベースである。データはカラーの静止画で，実験

室で撮影されたものである。写真は５つの表情，帽子

とメガネなどの６つのアクセサリー，そして15の異
なる照明条件で撮影されている。また姿勢や背景，年

齢も様々である。決められた利用手続きを踏んで，無

料でダウンロードすることができる（http://www.jdl.
ac.cn/peal/index.html）。

３．５ ．Japanese Female Facial Expression (JAFFE) 
Database

　JAFFE３）は日本で作成されたデータベースであり，
日本人女性10人のデータで構成されている。写真はグ
レースケールの静止画のみで，九州大学の心理学実験

室で撮影されたものである。10人の女性について，７
つの表情（喜び，怒り，悲しみ，嫌悪，驚き，恐怖，

真顔）を３～４枚ずつ撮影しており，合計219枚のデー
タで構成される。商業目的以外であれば自由に使用

可能で無料でダウンロードできる（http://www.kasrl.
org/jaffe_info.html）。

３．６．VALID Database
　VALID Database35）は2005年に作成されたデータベー
スである。ヨーロッパ人97人，アジア人９人の合計
106人（男性77人，女性29人）の顔写真で構成されて
いる。被写体は学生と大学のスタッフである。データ

はカラーの静止画と音声データが含まれている。ウェ

ブサイトの規定に従い登録を行えば，学生，研究者

は無料でダウンロードすることが可能で，研究目的

のみでの利用が許可されているが，企業も連絡を取

り，料金などについてのやりとりを行えば利用可能で

ある（なお2015年10月現在ウェブサイトhttp://ee.ucd.
ie/validdb/datasets.htmlには利用できないとの記述があ
るため，管理者への問い合わせが必須である）。

３．７．BJUT-3D Large Scale Chinese Face Database
　BJUT-3D Large Scale Chinese Face Database44）は中国
で作成された，世界で最も大規模な3Dデータベース
である。10代から40代までの中国人男女合計1200人
のデータが含まれる。真顔，幸せ，驚き，怒りの４つ

の表情がある（同じ表情が複数枚撮影されている人

物もいる）。データは固定された椅子に座ってスキャ

ンされた3Dデータの静止画である。論文誌のページ
は 以 下 のURLを 参 照 (http://crad.ict.ac.cn/EN/abstract/
abstract1023.shtml#）。

３．８．Look Alike Face Database
　Look Alike Face Database53）は，東洋，西洋，アジア
の有名人50人の写真とそれぞれの有名人に似ている人
物50人，合計100人の男女混合の写真で構成されるデー
タベースであり，この点が特徴的である。それぞれ５

枚ずつの写真データがあり合計500枚のデータが含ま
れている。データはカラーの静止画であるが，撮影条

件は統制されてはいない。利用規約に従えば無料でダ

ウンロードすることが可能で（https://research.iiitd.edu.
in/groups/iab/facedatabases.html），研究目的のみ使用が許
可されている。

３．９ ．The Hong Kong Polytechnic University NIR Face 
Database

　The Hong Kong Polytechnic University NIR Face 
Database55）は中国で作成されたデータベースである。
ほぼアジア人，男女335人のデータから構成される。
各人物につき100枚の写真を撮影しており，合計約
34000枚の画像が含まれる。撮影時にはLEDライトと
近赤外線が使用されている（統制された実験室環境）。
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また基本的に正面から撮影されているが，一部，表

情や姿勢，カメラまでの距離，撮影期間が異なる条

件で撮影された写真が含まれている。データベース

は無料で利用可能であるが（http://www4.comp.polyu.
edu.hk/~biometrics/polyudb_face.htm），出版する場合は
出版物のコピーを担当者までメール等で送る必要があ

る。

３．10 ．The Hong Kong Polytechnic University Hy-
perspectral Face Database（PolyU-HSFD）

　PolyU-HSFD56）は中国で作成されたデータベースで
ある。アジア人（一部除く）の21歳から33歳までの
男女25人（男性17人，女性８人）のデータから構成さ
れている。データは統制された実験室で撮影されたグ

レースケールの静止画である。このデータベースにお

ける最大の特徴は，ハイパースペクトル装置を使用し

て撮影が行われている点である（分光情報の検出・記

録）。表情は真顔のみであるが，正面と左右側面から

撮影した画像が含まれている。また撮影は５ヶ月以上

の期間を空けて複数のセッションで行われた（同一人

物が複数撮影されている）。合計300枚のデータが含ま
れる。データベースは無料で利用可能であるが（http://
www4.comp.polyu.edu.hk/~biometrics/），出版する場合
は出版物のコピーを担当者まで送る必要がある。

３．11 ．Natural Visible and Infrared facial Expres-
sion database（USTC-NVIE）

　USTC-NVIE59）は中国で作成されたデータベースで
ある。17歳から31歳までの中国人男女215人（男性157
人，女性58人）のデータから構成される。データは統
制された実験室で撮影された静止画で，カラーの写真

と赤外線で撮影した写真がある。表情には自然発生表

情と，撮影者の指定する表情を撮影したものがある。

表情に加え，メガネの有無，異なる撮影角度などの条

件のものが複数枚撮影されている。

　同意書にサインをすれば無料で利用可能（学生は不

可）であるが，研究目的の使用に限られている（http://
nvie.ustc.edu.cn/en_request.html）。

３．12．BU-3DFE Database（Static Data）
　BJUT-3D Large Scale Chinese Face Database84）は18歳
から70歳までの男女100人（男性44％，女性56％）の
データから構成される。白人，黒人，東アジア人，中

東アジア人，インド人，ヒスパニックなどの様々な人

種の顔写真が含まれている。データは全員が同一の環

境であり，3Dスキャナーの前で撮影したカラーの静
止画である。100人それぞれが喜び，悲しみ，怒り，
嫌悪，驚き，恐怖の６つの表情を４枚ずつ，真顔を１

枚の合計25枚撮影しており，データには合計2500枚の
写真が含まれている。加えて，顔を左右45度から見た
データと，その顔の幾何学モデルのデータも含まれて

いる。

　担当者に連絡し承諾を得ることで，無料で利用

可能である（ただし申込者は教員である必要があ

る）。また，指定された論文を引用する必要がある

（ http://www.cs.binghamton.edu/~lijun/Research/3DFE/
3DFE_Analysis.html）。

３．13．BU-4DFE Database（Dynamic Data）
　BU-4DFE Database（Dynamic Data）85）はアジア人，
黒人，白人，ヒスパニックなどの複数の人種からなる

男女101人（男性43人，女性58人）のデータで構成さ
れる。年齢に関する情報は記述されていない。データ

はカラーの動画である。101人それぞれについて６つ
の表情（喜び，嫌悪，恐怖，怒り，驚き，悲しみ）を

100フレームずつ，計600フレーム撮影しており，フ
レーム数の合計は60600である。動画を切り出すこと
で静止画データも得ることができる。また，単色の幾

何学モデルのデータも含まれる。

　担当者に連絡し承諾を得ることで，無料で利用する

ことが可能である（ただし申込者は教員である必要

がある）。また，指定された論文を引用する必要があ

る（http://www.cs.binghamton.edu/~lijun/Research/3DFE/
3DFE_Analysis.html）。

３．14．BP4D-Spontanous Database
　BP4D-Spontanous Database86）87）は18歳から29歳までの
男女41人（男性18人，女性23人）のデータで構成される。
人種の内訳はアジア人が11人，アフリカ系アメリカ人
が６人，ヒスパニックが４人，ヨーロッパ系アメリカ

人が20人である。８つの情動を示すような活動をさせ
たり，インタビューを行ったりしている様子を動画で

撮影することで，それぞれの参加者についての８つの

表情のデータを収集している。動画はカラーで，2D，
3Dどちらのデータも利用可能である。
　担当者に連絡し承諾を得ることで，無料で利用する

ことが可能である（ただし申込者は教員である必要

がある）。また，指定された論文を引用する必要があ

る（http://www.cs.binghamton.edu/~lijun/Research/3DFE/
3DFE_Analysis.html）。
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３．15．Project - Eigenflow Based Face Authentication
　Project - Eigenflow Based Face Authentication88）は中国
で作成されたデータベースである。台湾人男女13人そ
れぞれ75枚ずつの写真が含まれるので合計975枚の顔
写真で構成される。撮影はCCDカメラを用いて行わ
れている（高画質）。画像は，カラーの静止画である。

オプティカルフローを取得することで，情動表出時の

顔の動きを捉えている。ホームページより無料でダ

ウンロード可能（http://chenlab.ece.cornell.edu/projects/
FaceAuthentication/#Download）。

３．16．ATR顔表情データベース
　ATR顔表情データベース２）は日本で作成されたデー

タベースである。20代前半から30代前半の日本人男
女10人（男性６人，女性４人）ずつのデータが含まれ
る。撮影時にはメガネなヒゲ，アクセサリーなどが禁

止され顔全体が映るように撮影が行われた。また正面

から撮影した写真は10の表情（真顔 /開口喜び /閉口
喜び /悲しみ /驚き /開口怒り /閉口怒り /嫌悪 /軽蔑 /恐
れ）のデータがあり，そのうち６つの表情（開口怒り

/閉口怒り /開口喜び /閉口喜び /悲しみ）については３
つの顔の角度（15度，30度，45度），３つの視線の方
向（15度，30度，45度）についてのデータがある。一
般価格が18万円，アカデミック価格で９万円の有料
のデータベースである（http://www.atr-p.com/products/
face-db.html）。

４．考察

Ａ．課題と展望

　本論文では，88のデータベースについて刺激の種
類や含まれる人種などいくつかの特徴に着目して概

観・整理を行ったうえで，その中でも特に日本人を含

むアジア人が含まれるデータベースを選定した。撮影

状況等，かなり詳細な情報が記述されたデータベース

がある一方で，人数と刺激の枚数など最低限の情報し

か得られていないデータベースも含まれていた。後者

の刺激を利用する際には，必要に応じて作成者に連絡

をとったり，データベースを利用している文献を調べ

たりすることを通じて情報を補足しなければならない

だろう。

　また，本論文では，中国の研究者が自国で収集した

顔写真の含まれるデータベースをはじめとして，アジ

ア人が含まれるデーベースを抽出したが，それらを実

際に日本人の顔認知研究に用いる際にはいくつか課題

があると考えられる。まず，日本人の顔と日本人以外

のアジア人の顔を同様に使用した場合に，民族や文化

による違いがでないかどうか実験しなければならない

（表情表出における文化的影響や，顔の形態的特徴の

差異を考慮に入れる必要がある）。加えて，日本人か

ら見た場合とアジア以外の人種の人が見た場合で表情

の判断などが異なるかどうかも検討することで，国際

的に頑健なデータベースとなりうるだろう。

Ｂ．今後のデータベース作成について

　以下では，今後本邦において顔刺激データベースを

作成し，それを運用するために参考となりうるデータ

ベースの条件について，本レビューを通して得られた

情報から考察したい。

　まず刺激の種類について，本邦の既存のデータベー

スが静止画のみを扱っていることから，静止画と動画

の両方を含むデータベースを作成することが有益で

あると考えられる。具体的には，M2VTS Multimodal 
Face Database24）のように，動画と音声を合わせたマル
チモーダルな研究に利用可能なデータベースが有用で

あろう。被写体の属性については，既存のデータベー

スが20代から30代の被写体であることや，青年期を対
象とした顔研究が多いことなどを踏まえ，国外の知見

との比較可能性の観点から，20歳前後の被写体を含
むデータベースをまず整備する必要があるだろう。そ

の一方で，既存のデータベース全体を概観しても，幼

児期から青年期までを含むデータベースはわずかしか

なかったため，それらの時期の被写体を含むデータ

ベースの整備も非常に有益であると考えられる。

　今回概観したデータベースのうち，表情の表出方法

や程度について明確に規定しているものはそれほど多

くはなかった。具体的には，怒りや喜び等，表情を指

定しているものはあるが，表情のコーディングについ

てはほとんど記載されていない。したがって，データ

ベースを作成する際はEkman（1978）のFacial Action 
Coding System:FACS89）などの理論的枠組みに沿って
表情のコーディングを行うほうがよいだろう。同時

に，表出された表情が，第三者からどのように認知さ

れるのかという，表情認知の評定等の情報について

も，心理学研究で刺激を利用していく上では不可欠で

あろう。また今回レビューしたデータベースの中に

は Natural Visible and Infrared facial Expression database
（USTC-NVIE）59）のように，自然なコンテクストのな
かでの表情を撮影しているデータベースもみられたこ

とから，今後は決まった表情でない，日常場面に近い
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表情の写真を含むもの，さらにはメガネやヒゲの有無

の条件を加えた様々な条件で撮影した刺激を含むデー

タベースも作成していくことで，利用可能な研究の幅

が広がると考えられる。

　データベースの運用についてもいくつか示唆が得ら

れた。本邦においてもそれぞれの実験で独自の顔刺激

が作成されているが，それらを公開するには至ってい

ない。一方国外のデータベースはほとんどが無料でア

クセス可能なもので，十分な質が担保されているもの

もいくつかみられる。無料でアクセス可能なデータ

ベースがあることによって，特に高価な料金を支払う

ことが難しい大学生・大学院生が顔認知研究を行いや

すくなることが考えられる。そのためにも無料でアク

セス可能なデータベースが必要である。これについて

は，顔写真の管理ならびに公開におけるルールの策定

や，国内の顔研究者が互いに自身の作成したデータ

ベースを共有できるプラットフォームの整備などの方

向性がありうるだろう。

Ｃ．データベースの利用について

　この論文に掲載しているデータベースの利用に関し

ては，各データベースのホームページや論文に記載さ

れている利用規約を順守すること。またこの論文を参

考にデータベースの選定を行った場合は，この論文を

引用文献に含めること。
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付記

　本論文は認知心理学会第13回大会　支援隊企画
ワークショップ「How to コミュニケーション研究：
顔と声を用いた認知心理学的研究の動向とノウハウを

つかむ」における発表内容を一部参照して執筆した。

 (指導教員　遠藤利彦教授 )
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※１　2015年10月現在ホームページにアクセスできないものはGrgig, M., & Delac, K. (2005). Facial Recognition Homepage < http://www.
face-rec.org/databases/>を参照。

　　　　　また表中の下線はTable 1 で選抜したデータベースを示す。


